
日本心臓血管外科学会雑誌 (1987.10) 17巻2号:142～144.

自家静脈の内膜肥厚とgraft salvageの検討

森本典雄、久保良彦、笹嶋唯博、堀尾昌司、西岡 洋、和
泉裕一、稲葉雅史、直江綾子、吉田博希、小窪正樹、境
普子、鮫島夏樹



症例

日本心臓血管外科学会雑誌１７巻２号（1987）

末梢血管（Ｖ）一般演題

３８自家静脈の内膜肥厚とgraftsalvageの検討

旭川医科大学第１外科

保良 彦笹嶋唯

泉裕一稲葉雅

窪正 樹境普

森
西
吉

雄
洋
希

典
博

本
岡
田

久

和

小

博
史
子

堀
直
鮫

昌
綾
夏

司
子
樹

尾
江
島

末梢血行再建に用いられた自家静脈代用血管の主要な

閉塞原因に内膜肥厚がある．この原因について数々の因

子が考えられているがわれわれはその一つとしての内皮

細胞に注目し検討を行ってきた．今回は自家静脈移植後

に再手術をうけgraftsalvageが行われた症例について

検討を行い内膜肥厚の早期発見と適正な修復により自家

静脈の移植成績の向上が達成されたので報告する．

狭窄および末梢病変の進行のため再手術を施行した（表

１)．再手術時にgraft狭窄部を摘出し光顕的に観察し

とくに血管内皮細胞を同定するため第Ⅷ因子関連抗体を

ＤＡＫＯＰＡＰＫＩＴを用い内皮細胞の解析を行った．さ

らに走査電顕により内皮細胞の性状および密度を観察し

た．、

結果

再手術症例は男９例女１例でありfemoro-popliteal

belowkneebypasｓ（FPBK）５例，femOro-fibialis

posteriorbypass(F-TP）５例である．再手術までの観

察期間は４カ月から４５カ月であり症例１から８までの

研究対象と方法

これまでに教室および関連施設で施行された下肢閉塞

性動脈硬化症に対するreversedsaphenousveinbypass

は85例100肢である．これらのうち10例に対してgraft

表１研究対象
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